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1  背 Rと ね らい

本年 ,夏 だい こんで,ネ グサ レセ ンチ ュウの被害 が大発生 し大 きな問題 になった。そ こ

で,岩 手県でのだいこんの被害状況。ネグサ レサ ンチ ュウの発生実態お よび生態 を紹介す

るとともに,当 面の防除対策 について紹介 し、参考 に供する.

2  技 術内容

( 1 )発 生状況

ア.被 害発生地域 は,盛 岡 ,岩 手及 び久慈地域で。発生面積 は,約 1 3 4 h aである。

イ.調 査の範囲内では ,一 部 を除いてネグサ レセ ンチュウ密度が高い。なお。だいこん

だけでな く,他 作物 に も潜在的に被害 をあたえている可能性が高い。

( 2 )ネ グサ レセ ンチ ュウの だいこんにおける被害

初期の被害 としては,根 部の表面に円形 の微小 な水泡状 の自斑 を生 じ,径 1～ 2  m mに

拡大 してやや隆起 する。白斑 は径 2～ 4耐mに拡大 ,中 心部 に微細 な褐点 を生 じる。症状

が進展すると褐点 も大形 とな り,中 央か ら割れて黒変,ア パタ状 とな り,品 質を低下 さ

せる.被 害 を生 じるネグサ レセンチュウの最低密度は,± 5 0 g中に 1頭 以下 とされてい

る。

( 3 )ネ グサ レセンチュウの生態

キタネグサ レセンチュウの例では,さ といも,ア スパラガス,ら っかせいなどの一部

の作物を除 き,殆 どの作物 に寄生する。特に,に ん じん,だ いこん,ご ぼう,ば れいし

ょ。レタス,き く,い ちごなどで被害が大 きい.線 虫の幼 ,成 虫の各ステージが侵入.

加害 し,組 織にえそを起 こさせる.こ のため,根 には褐変 した斑点がで き,皮 層部は腐

敗 して細根が脱落 しやすい。増殖適温は2 5℃前後.卵 ,第 1～ 第 4期 幼虫を経て成虫に

なる。 1世 代は適温下で3 0～4 0日ぐらいで,年 間数世代を繰 り返す。無寄主の野外土墳

中で約 3年 間耐久生存できる。

( 4 )防 除方法

ア.作 付前のネグサ レセ ンチ ュウ密度 を調査 じ,上 壊5 0 g当 り1 0頭以上の高密度ほ場で

は,だ いこんを作付 しない。

イ.と うもろこし,麦 。大豆 ,レ タス等根量の多い作物,寄 生 しやすい作物では線虫密

度が高 くなるので,こ れ らの作付後のだいこん栽培は好 ましくない。

ウ.高 密度ほ場に止むを得ずだいこんを作付するときは,次 の対策 をとる。なお,複 数

の対策 をあわせて論 じることが望 ましい。 (ア)深 耕 を行い線虫密度の分散を図る。
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(イ)作 物残澄を処理する。 (ウ)対 抗植物 (マ リーゴール ド.品 種はアフ リカ ントール

等 )を 植 える。 (工)鶏 糞を25 0 k g / 1 0 a .継続的に施用する。効果はや 劣ゝ るが豚ぶん

もネグサ レセ ンチ ュウ密度を低下 させ る。 (オ) D , D剤 による土壌 くん蒸を行 う.

3 .指 導上の留意点

( 1 )線 虫密度の調査の際,サ ンプ リング方法が適当でないと実態 とあわないことがある

ので注意する。上壊サンプ リングに当たつては, 1 0～ 2 0 c m深の上を,  1ほ場当 り, 5

か所以上 (できれば 9か 所) .ほ 場を等分に区切ってサ ンプ リングするとよい。

( 2 )マ リーゴール ドはネグサ レセ ンチュウの対抗植物 として卓効 を示 し,効 果の持続期

間 も長いが.半 面 ,栽 培期間が3ヶ月以上になるため,経 済的には問題がある。

( 3 )マ リーゴール ドの品種によっては,全 く効果のないものもあるので,品 種選定に当

っては注意が必要である。

( 4 )鶏 築は長期的施用を行わない と効果が十分でない。また。タネバユ対策を実施す

る.

( 5 ) D・ D剤 は効果 は極めて高 いが ,線 虫密度 の回復が早 いので一作か ぎ りの効果 と考

え,次 作以降は密度調査 を実施 する必要があ る。なお,堆 厭肥 を施用す ると密度の回

復が遅 くなるので , D・ D剤 を使用する ときは必ず堆厭肥を施 用す る.

( 6 )市 場 におけるだい こんの品質評価 はその時 々で変化す る。従 って,作 付の判断基準

とした 1 0頭 /土 嘆 5 0 gの 密度 は経済 的に許容 され る水準 .要 防除密度の水準では

ない。8

4  試 験成績 の概要

表 1  大 根栽培 ほ場の被害状況 と土墳中のセ ンチ ュウ数

地  点 被 音 状 況 前作物
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積累

注)セ ンチュウ数はベ ールマンロー ト法による上娘 30gあ た りの頭数 (2区 平均)

表 2 マ リー ゴール ドのキタネグサレセンチ ュウ密度低減の持続効果 (近岡  1983)
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